ACCUニュース339号(2003年7月)

ACCUプログラム

「ゆめいろのパレット」展開催報告 

絵本から広がる多様な文化へのまなざし 

2002年12月に東京で国際審査会が行われた第13回野間国際絵本原画コンクール【注】で入賞を果たした全33作品が、 国立国会図書館国際子ども図書館との共催により同館所蔵の対象地域の絵本ともども「ゆめいろのパレット」展として ４月25日から７月６日まで東京・上野公園の同館「本のミュージアム」で展示されている。 

展示会オープニングと授賞式 

　展示会初日に行なわれたオープニングセレモニーおよび第13回野間国際絵本原画コンクール授賞式は、グランプリ受賞者のクラウディア・レニャツィさん（アルゼンチン）、奨励賞のメンディバイ・アリンさん（カザフスタン）とナム・ジョン・スクさん（韓国）をはじめ、各国の大使館代表者、図書や出版関係者など100人近くの来賓の参加を得て、盛大に執り行われた。現在アルゼンチンからメキシコに住まいを移して創作活動に励むレニャツィさんは、授賞スピーチで、教育事情も悪く、読書習慣も低調な国々で絵本作家やイラストレーターのおかれた厳しい状況に言及し、そういった国々のアーティストを対象とした野間コンクールがどれほど励みになっているかを語った。そして、良質な子どもの本こそが、平和を願う大人を育て、それによってよりよい世界が作られることをふまえて、イラストレーターとして活動できる喜びをのべた。 

　グランプリの「わたしの家」は、会場で最も注目を集めている作品だ。これは布、草、羽、米粒、緩衝材などさまざまな廃棄物を再利用したコラージュの作品で、審査員をうならせた技術の高さもさることながら、一見かわいらしく見えるページに彼女の平和へのメッセージがこめられている。 
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さまざまな世界観への入口 

　ひとくちにアジア・アフリカ・ラテンアメリカといってもそこに含まれるのは欧米以外のほとんどすべての文化である。わずか33作品84枚の原画ではとてもその多様性を網羅することはできないが、一つ一つ丹念に見ていくと、それぞれの世界観の独自性や共通性などが見え、今まで日本で紹介されてきた絵本は世界のほんの一部しか反映していなかったことに気づくだろう。今回国際子ども図書館と共催できたことにより、今までになく多くの観客が会場に足を運び、日頃目にする機会の少ない地域の絵にふれ、文字どおり「ゆめいろのパレット」だと、その多様な世界に魅了されていた。 

　会場には今までのコンクールの入賞作品の絵本をはじめ、対象地域の絵本が100冊以上も並べられている。野間コンクールをきっかけに日本で翻訳出版されたものも多く、さらに、ACCUの広報活動を通して、他地域での翻訳出版や、イラストレーターの海外での活動が広がっている。展示中の絵本は手にとってみることはできないが、展示会後にそれぞれの所蔵館で読めるので、興味のある人は子ども図書館やACCUライブラリーを訪問してほしい。 

多くの協力を得て 

　５月25日には、ACCU設立時からの協力者でもある福音館書店の松居直氏が、作品と絵本を前にして、野間コンクールの意義、原画と絵本との関係、そしてそれぞれの国や地域の文化的背景などにもおよぶ内容のギャラリートークを行った。参加者は、原画の持つ力に改めて目のさめる思いだったと感想を記している。松居氏をはじめ、今回の展示会開催にあたっては『国際子ども図書館を考える全国連絡会』の協力に負うところが大きく、期間中も会員の方々に会場係としてご協力いただいている。 

　東京での展示が終了すると、原画はスロヴァキアに送られ、ブラチスラバ国際絵本原画展（BIB）の作品と共に２ヶ月にわたって欧州の観客の前に展示されることになっている。 
文：佐々木万里子（文化協力課主任） 

[注]　野間国際絵本原画コンクールは優れた才能を持ちながらも、作品発表の機会に恵まれないアジア、太平洋、アラブ、ラテンアメリカ、アフリカ地域の絵本作家やイラストレーターの創作活動を奨励することを目的として、ACCUが講談社の支援で1978年から隔年で開催しているコンクールです。 
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